
一般質問

國
信
　

人
口
減
少
対
策
、多
久
駅
周
辺
土

地
区
画
整
理
事
業
の
計
画
か
ら
現
状
ま

で
、道
路
整
備
と
交
差
点
の
混
雑
緩
和
に

つ
い
て
と
選
挙
公
約
に
あ
る
医
療
、子
育

て
、農
業
、雇
用
、若
者
、定
住
に
つ
い
て
の

認
識
は
。

答
弁
　

定
住
奨
励
金
制
度
、空
き
家
バ
ン

ク
制
度
、企
業
誘
致
、中
央
公
園
東
住
宅
団

地
開
発
な
ど
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

ま
た
、子
ど
も
の
医
療
費
助
成
に
よ
る

子
育
て
世
代
の
経
済
的
負
担
軽
減
、児
童

セ
ン
タ
ー
あ
じ
さ
い
の
整
備
に
よ
る
子
育

て
環
境
の
充
実
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

多
久
駅
周
辺
土
地
区
画
整
理
事
業
で

は
、有
効
な
土
地
活
用
を
図
り
、都
市
計
画

道
路
を
は
じ
め
と
す
る
公
園
、河
川
な
ど

の
公
共
施
設
を
総
合
的
に
整
備
し
、面
的

な
居
住
環
境
の
向
上
を
図
る
と
い
う
こ
と

で
計
画
、実
施
し
、中
心
市
街
地
の
再
生
を

目
的
と
し
て
始
め
ら
れ
、現
在
公
共
施
設

等
の
面
整
備
は
ほ
ぼ
完
了
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
の
市
道
整
備
状
況
は
１
級
市

道
が
43
路
線
、２
級
市
道
が
10
路
線
、

そ
の
他
市
道
が
６
５
５
路
線
の
合
計

32
万
７
千
５
８
１ｍ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

混
雑
す
る
交
差
点
は
、多
久
市
立
病
院

手
前
と
古
賀
山
と
認
識
し
て
お
り
、今
後

と
も
関
係
機
関
と
協
議
し
な
が
ら
改
善
に

努
め
ま
す
。

　
25
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
の
う
ち
医
療
に
つ
い
て

は
、新
た
に
中
核
的
な
総
合
病
院
を
整
備

し
ま
す
。

　
子
育
て
で
は
、子
育
て
相
談
、交
流
の
場

の
提
供
、医
療
費
助
成
に
よ
る
経
済
的
負

担
軽
減
な
ど
に
よ
り
安
心
の
子
育
て
環
境

を
つ
く
り
ま
す
。

　
農
業
で
は
、所
得
向
上
を
図
る
な
ど
、儲

か
る
農
業
を
目
指
し
た
い
と
考
え
ま
す
。

　
ま
た
、雇
用
で
は
、ワ
ー
キ
ン
グ
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
を
核
に
新
た
な
雇
用
機
会
の

創
出
も
働
き
か
け
て
い
く
と
と
も
に
、若
者

に
つ
い
て
は
、意
見
交
換
の
機
会
を
持
ち
ア

イ
デ
ア
を
生
か
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

最
後
に
定
住
政
策
で
す
が
、定
住
奨
励

制
度
、空
き
家
バ
ン
ク
制
度
、移
住
支
援
金

制
度
な
ど
を
継
続
し
ま
す
。

國
信
好
永

市
長
職
に
お
け
る
こ
れ
ま
で
と

今
後

田
渕
　

集
落
営
農
組
織
の
法
人
化
が
進
め

ば
農
家
が
集
約
さ
れ
る
が
、農
道
や
水
路

等
維
持
管
理
の
課
題
や
、ス
マ
ー
ト
農
業

転
換
へ
の
支
援
は
。

答
弁
　

農
道
・
水
路
等
農
業
施
設
の
維
持

管
理
、老
朽
化
対
策
は
、多
面
的
機
能
支
払

交
付
金
、ス
ト
ッ
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
事
業
を

活
用
し
支
援
し
ま
す
。ス
マ
ー
ト
農
業
、農

作
業
の
効
率
化
へ
の
取
り
組
み
へ
は
、必
要

に
応
じ
国
・
県
の
補
助
事
業
や
助
成
等
を

活
用
し
支
援
し
ま
す
。

田
渕
　

新
規
就
農
者
の
経
営
安
定
ま
で
の

支
援
は
。

答
弁
　

農
業
資
材
等
の
高
騰
に
よ
り
経
費

が
か
さ
む
な
ど
農
業
所
得
が
伸
び
悩
ん
で

い
る
の
で
、給
付
事
業
終
了
後
は
関
係
機

関
と
連
携
し
経
営
状
況
の
確
認
、経
営
指

導
、営
農
相
談
支
援
な
ど
を
行
い
ま
す
。

田
渕
　

冠
水
し
た
園
芸
施
設
は
、一
時
出

荷
停
止
、病
気
の
多
発
、肥
料
農
薬
、後
片

付
け
な
ど
肉
体
的
に
も
精
神
的
に
も
疲
労

し
て
い
る
。土
砂
等
の
撤
去
作
業
な
ど
の

被
災
農
家
へ
の
支
援
は
。

答
弁
　

被
災
農
家
へ
の
支
援
は
、様
々
な

補
助
制
度
が
あ
り
ま
す
。ま
ず
は
被
災
を

受
け
た
ら
相
談
・
報
告
を
お
願
い
し
ま
す
。

田
渕
　

朝
倉
市
・
大
牟
田
市
・
長
野
県
で

は
、農
業
ボ
ラ
ン
ティ
ア
で
復
興
し
た
例
が

あ
る
、検
討
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

答
弁
　

先
進
地
事
例
を
参
考
に
、関
係
す

る
団
体
と
協
議
し
な
が
ら
研
究
し
て
い
き

ま
す
。

農
業
従
事
者
へ
の
充
実
支
援
を

田
渕
　
厚

議 

案 

番 

号 

議　　案　　名

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15
議 

決 

結 

果

飯
守
　
康
洋

田
渕
　
　
厚

香
月
　
正
則

樺
島
永
二
郎

國
信
　
好
永

山
本
　
茂
雄

田
中
　
英
行

中
島
　
國
孝

平
間
　
智
治

中
島
　
慶
子

小
川
　
三
郎

牛
島
　
和
廣

古
賀
　
公
彦

鷲
﨑
　
義
彦

野
北
　
　
悟

議
案
甲
第
21
号

押印の見直しに伴う関係条例
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コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
厳
し
い
財
政
状
況

に
対
処
し
地
方
税
財
源
の
充
実
を
求

め
る
意
見
書

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
ま
ん
延
に

よ
り
、地
域
経
済
に
大
き
な
影
響
が
お
よ

び
、地
方
財
政
は
今
後
も
、巨
額
の
財
源
不

足
が
避
け
ら
れ
な
い
厳
し
い
状
況
に
直
面
し

て
い
る
。

　
地
方
自
治
体
で
は
、コ
ロ
ナ
禍
へ
の
対
応
は

も
と
よ
り
、地
域
の
防
災
・
減
災
、雇
用
の
確

保
、地
球
温
暖
化
対
策
な
ど
の
喫
緊
の
課
題

に
迫
ら
れ
て
い
る
ほ
か
、医
療
介
護
、子
育
て

を
は
じ
め
と
し
た
社
会
保
障
関
係
経
費
や

公
共
施
設
の
老
朽
化
対
策
費
な
ど
将
来
に

向
け
増
嵩
す
る
財
政
需
要
に
見
合
う
財
源

が
求
め
ら
れ
る
。

　
そ
の
財
源
確
保
の
た
め
、地
方
税
制
の
充

実
確
保
を
強
く
要
望
す
る
。

❶
令
和
４
年
度
以
降
３
年
間
の
地
方一般
財

源
総
額
に
つ
い
て
は
、令
和
３
年
度
地
方

財
政
計
画
の
水
準
を
下
回
ら
な
い
よ
う

同
水
準
を
確
保
す
る
と
さ
れ
て
い
る
が
、

急
速
な
高
齢
化
に
伴
い
社
会
保
障
関
係

経
費
が
毎
年
度
増
大
し
て
い
る
現
状
を

踏
ま
え
、十
分
な
総
額
を
確
保
す
る
こ

と
。

❷
固
定
資
産
税
は
、市
町
村
の
極
め
て
重
要

な
基
幹
税
で
あ
り
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
緊
急
経
済
対
策
と
し
て
講
じ
た

措
置
は
、本
来
国
庫
補
助
金
な
ど
に
よ
り

国
の
責
任
に
お
い
て
対
応
す
べ
き
も
の
で

あ
る
。よ
っ
て
、現
行
の
特
例
措
置
は
今
回

限
り
と
し
、期
限
の
到
来
を
も
っ
て
確
実

に
終
了
す
る
こ
と
。

❸
令
和
３
年
度
税
制
改
正
に
お
い
て
土
地
に

係
る
固
定
資
産
税
に
つ
い
て
講
じ
た
、課

税
標
準
額
を
令
和
２
年
度
と
同
額
と
す

る
負
担
調
整
措
置
に
つ
い
て
は
、令
和
３

年
度
限
り
と
す
る
こ
と
。

❹
令
和
３
年
度
税
制
改
正
に
よ
り
講
じ
ら

れ
た
自
動
車
税
・
軽
自
動
車
税
の
環
境
性

能
割
の
臨
時
的
軽
減
の
延
長
に
つ
い
て
、

更
な
る
延
長
は
断
じ
て
行
わ
な
い
こ
と
。

❺
炭
素
に
係
る
税
を
創
設
又
は
拡
充
す
る

場
合
に
は
、そ
の
一
部
を
地
方
税
又
は
地

方
譲
与
税
と
し
て
地
方
に
税
源
配
分
す

る
こ
と
。

可
決
さ
れ
た
意
見
書

【
そ
の
他
の
質
問
】

▼
天
山
多
久
温
泉「
Ｔ
Ａ
Ｑ
Ｕ
Ａ
」に
つ
い

て

　

条
例
に
定
め
る
各
種
手
続

き
を
見
直
し
、申
請
時
等
に
求

め
て
い
た
申
請
者
に
よ
る
書

類
の
押
印
を
廃
止
す
る
と
と

も
に
所
要
の
改
正
を
行
う
も

の
だ
が
、市
職
員
の
服
務
宣
誓

へ
の
署
名
は
、そ
の
後
の
、職

務
に
服
す
る
に
あ
た
り
重
要

な
節
目
で
あ
る
こ
と
か
ら
、多

久
市
職
員
の
服
務
の
宣
誓
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に

つ
い
て
は
、文
中
の
第
２
条
中

「
任
命
権
者
又
は
上
級
の
公

務
員
の
面
前
に
お
い
て
」を
削

り
、「
署
名
し
て
か
ら
で
な
け

れ
ば
」を「
署
名
し
な
け
れ
ば
」

に
改
め
る
と
し
た
部
分
を
す

べ
て
削
除
し
、「
別
記
様
式
中

㊞
を
削
る
」の
み
を
残
す
修
正

案
を
提
出
。

押
印
の
見
直
し
に
伴

う
関
係
条
例
の
整
備

に
関
す
る
条
例
に
対

す
る
修
正
案樺

島 

永
二
郎

山
本
　
茂
雄

小
川
　
三
郎

◆
提
出
者
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